
情報メディア教育研究センター活動報告

上田浩
2024年 2月 20日
法政大学情報メディア教育研究センター副所長/教授

1



この時間は

本研究センターは 2021-2024中期計画に基づき事業を行っており
ます．研究センターの概要の紹介ならびに同計画 3年目となる今
年度の事業を総括します．
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ゴール

次のいずれかもしくは全て：

• (学生)研究センターの活動に参加したい
• (研究者/企業)共同研究を立案したい
• (企業)次期ラボラトリの検討に参画したい
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アウトライン

研究センターの概要

事業内容

計算科学とデータサイエンスの研究基盤の整備

ICTを活用した新たな教育モデルの研究の推進

大学院・コミュニティ・企業との共同研究の推進
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https://www.hosei.ac.jp/media/about/
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https://www.hosei.ac.jp/media/research/
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2021-2024中期計画

前身となる計算センターからの伝統と，時代の要請に応じ本学に
貢献してきた実績を踏まえ，計算科学に加えデータサイエンスの
基盤を整備し，ICTを活用した新たな教育モデルの構築を目指す．

• 計算科学とデータサイエンスの研究基盤の整備
• ICTを活用した新たな教育モデルの研究の推進
• 大学院・コミュニティ・企業との共同研究の推進
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2021-2024中期計画の実行計画

• 計算科学とデータサイエンスの研究基盤の整備
• 研究基盤としてのハードウェアとソフトウェアの戦略的整備
• 研究基盤の利活用のためのヒューマンウェアの整備
• 研究成果のオープン化

• ICTを活用した新たな教育モデルの研究の推進
• 学びのモデル化に関する基礎的研究
• ICTを様々な分野に活用した教育実践

• 大学院・コミュニティ・企業との共同研究の推進
• 連携プロジェクトの実施
• 学会等研究コミュニティへの貢献
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研究基盤としてのハードウェアとソフトウェアの戦略的整
備

ラボラトリ (lab2022) • GPU利用サービスの利用推進
• OpenACCを用いた GPGPUプログラミン
グ技法ドキュメント提供

• 11/1(水)MPS講習会開催

• ライセンス利用状況可視化
• 数値計算・Deep Learning基盤の開発
• シミュレーションソフトウェアの基盤
の開発

• 独 FewBody学会での査読付発表 12

https://lab.media.hosei.ac.jp/
https://fs.media.hosei.ac.jp/remote.php/webdav/lab2022Software/NVIDIA_HPC_SDK/GPGPUProgrammingGihou.pdf
https://fs.media.hosei.ac.jp/remote.php/webdav/lab2022Software/NVIDIA_HPC_SDK/GPGPUProgrammingGihou.pdf
https://www.hosei.ac.jp/media/info/article-20230807135408/
http://m7.media.hosei.ac.jp/zabbix/


研究基盤の利活用のためのヒューマンウェアの整備

プログラム高速化支援
情報科学部善甫康成教授

TDDFT(時間依存密度
汎関数法)

デザイン工学部酒井久和教授
SPH(堤防の越流破壊
解析手法)

lab2022ドキュメント整備
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https://media-hosei.atlassian.net/wiki/spaces/LAB/pages/2619080798


研究成果のオープン化

• 研究報告発行
• TEX入稿
対応

• シンポジウム
開催

• 広報チャネル
の有効活用

14

https://www.jstage.jst.go.jp/browse/rccms/-char/ja
https://www.hosei.ac.jp/media/research/activitiy/symp2024/
https://www.hosei.ac.jp/media/research/activitiy/symp2024/
https://www.jstage.jst.go.jp/browse/rccms/-char/ja
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学びのモデル化に関する基礎的研究

Active Learning
ScienceDirect
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This is an open access article under the CC BY-NC-ND license (https://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/4.0)
Peer-review under responsibility of the scientific committee of the 27th International Conference on Knowledge Based 
and Intelligent Information and Engineering Systems
10.1016/j.procs.2023.10.388

10.1016/j.procs.2023.10.388 1877-0509
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27th International Conference on Knowledge-Based and Intelligent Information & Engineering 
Systems (KES 2023)

Improving essential knowledge and self-efficacy in computers 
network course: The potential of chatbots

Mahmoud Mohamed Hussien Ahmeda, Mohammad Nehal Hasnineb,*
aInstructional Technology Department, South Valley University, Qena 83523, Egypt

bResearch Center for Computing and Multimedia Studies, Hosei University, Tokyo 184-8584, Japan

Abstract

In university-level education, the computer network is a mandatory course for computer science and engineering majors. A
computer network course provides theoretical and hands-on foundations for network connectivity, network topologies, internet
protocols, networking devices, and gateways. In the traditional classroom, students face challenges in gaining essential knowledge
and self-efficacy. Teachers face challenges in assessing students’ quality of knowledge due to the abundance of online computer
science teaching resources. Chatbot technologies have the potential to overcome these challenges and enhance essential knowledge
and self-efficacy. However, the argument remains whether a course-specific standard chatbot or a generalizable chatbot could 
produce high-quality answers. Therefore, in this paper, we research 1) to what extent does using chatbots improve higher education
students’ essential knowledge of computers network? and 2) to what extent does using chatbots improve the self-efficacy of higher 
education students? Our first insight indicates that groundbreaking generalizable chatbots such as You and ChatGPT produce rather
detailed answers to the questions associated with computer network courses, but those answers may not be the model answers that
teachers expect from the students. Hence, research-based course-specific standard chatbots are required to teach computer network 
topics effectively.
© 2023 The Authors. Published by ELSEVIER B.V.
This is an open access article under the CC BY-NC-ND license (https://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/4.0)
Peer-review under responsibility of the scientific committee of KES International
Keywords: Chatbots; computer network education; essestial knowledge; higher education; self-efficacy 

* Corresponding author. 
     E-mail address: nehal.hasnine.79@hosei.ac.jp
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ICTを様々な分野に活用した教育実践

Ubiquitous Learning

M. N. Hasnine, Huyen T. T. Bui and H. Ueda, A
Chatbot for Image Recommendation in Mobile
Language Learning, In the Workshop Proceeding
of 31st International Conference on Computers in
Education, December 4-8, Matsue, Japan,
pp.684-688, 2023.

Emotion-aware LA

https://doi.org/10.3390/s23094243
(Ref. next talk by Prof. Hasnine.)
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連携プロジェクトの実施

原子力機構

有機物とランタニドの錯形成に関する
量子科学研究

国立情報学研究所

ラーニングアナリティクス基盤の開発

国立教育政策研究所

データ駆動型教育

� �
研究プロジェクトへの本学大学院生RA/学部生臨時職員の参加� �
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学会等研究コミュニティへの貢献

KES2023 Invited Session 大学 ICT推進協議会
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https://kesis.media.hosei.ac.jp/2023.html
https://edtech.axies.jp/event/352/


2023年度業績

論文 5
国際会議論文 3
国内研究会論文 3
基調講演,招待講演 5
研究会・セッション主催 5
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How to join?
2024 年 1 月 XX 日 

関係各位 

情報メディア教育研究センター 

所長 酒井 久和 

情報メディア教育研究センター 2024 年度 研究プロジェクト募集 

素は本センターの研究活動に対し格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。本センターは、大規模情

報システム、情報メディア教育システムの研究開発を推進し、情報メディアを活用した教育の企画・立

案・実施の支援及び業務への支援を行うことにより、メディア基盤に係わる教育・研究の発展と情報技術

の活用を図ることを目的として設置され、事業を行っております。研究の実施においては最先端のラボ

ラトリが活用されています。 

 

ラボラトリ(lab2022)のご利用は、年度ごとの研究プロジェクトによるものとしております。2024 年度の

研究プロジェクトを以下の通り募集いたします。 

概要 

申請にあたっては下記をご確認ください。 

・プロジェクト代表者：本学教員のみ 

・募集期間：通年 

・年度ごとの申請が必要です。前年度からの継続プロジェクトの場合は前年度と同じ内容でご応募くだ

さい。 

・1 教員につき複数プロジェクトの申請ができます。 

・年度末にプロジェクトごとに利用報告の提出が義務付けられています。 

プロジェクト申請方法 

プロジェクト申請ができるのは、代表者となる法政大学の教員に限られます。 

1. 情 報 メ デ ィ ア 教 育 研 究 セ ン タ ー サ ポ ー ト デ ス ク （ https://media-

hosei.atlassian.net/servicedesk/customer/portals）にアクセスしてください。 

2.画面右上「ログイン」より、サポートデスクアカウント（※ラボラトリアカウントとは異なります）で

ログインしてください。 

 ◎初回はサインアップが必要ですので、法政大学のメールアドレス（@hosei.ac.jp）でアカウントを作

成してください。 

3.「情報メディア教育研究センター サポートデスク」-「プロジェクト代表者申請」を選択し、必要項目

を入力してください。 

 ◎プロジェクト代表者申請を受け付けた後、アカウントの権限を変更した上でセンターより改めてご

連絡差し上げます。 

4.サポートデスク（https://media-hosei.atlassian.net/servicedesk/customer/portals）にログインした状態

2024 年 1 月 27 日 

関係各位 

情報メディア教育研究センター 

所長 酒井 久和 

法政大学 情報メディア教育研究センター 研究報告 Vol. 39  

投稿募集［2024 年 3 月 14 日 締切］ 

 

法政大学 情報メディア教育研究センターでは、情報技術とメディアを活用した教育・研究の成果なら

びにその過程で得られた知見を報告することを通じ、情報技術とメディアの活用の啓蒙を行うことを目

的に、紀要「法政大学情報メディア教育研究センター研究報告」を発行しております。以下の通り本紀

要の Vol. 39 の投稿を募集いたします。ラボラトリの利用有無に関わらず、情報技術やメディアの教育

と研究に関する研究論文、サーベイ／解説、事例／調査報告／テクニカルノート、研究・開発プロジェ

クト報告を広く募集しています。投稿期限は 2024 年 3 月 14 日（木）です。投稿いただいた論文は J-

STAGE にて公開されます。 

 

投稿方法 

執筆にあたっては、法政大学情報メディア教育研究センター研究報告 投稿要領をご一読のうえ、必ず研

究報告テンプレート(2023 年 1 月 10 日版)をご利用いただき、投稿システムからご投稿ください。研究

報告は SIST02 形式の参考文献リストを含むものとなっていることにもご留意ください。 

 

法政大学情報メディア教育研究センター研究報告 投稿要領(2022 年 1 月 24 日改正) 

https://www.hosei.ac.jp/application/files/5316/4393/4310/bulletin_howtosubmit.pdf 

研究報告テンプレート(2023 年 1 月 10 日版) 

Microsoft Word 

https://www.hosei.ac.jp/application/files/7116/7178/2410/BRCCMS_template_dotx_ver.3.zip 

LaTeX 

https://github.com/media-hosei-ac-jp/brccms-latex/releases/latest 

SIST02 形式の参考文献記載例 

https://warp.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/12003258/jipsti.jst.go.jp/sist/handbook/sist02_2007/sist

02.htm#ST02_5 

RefWorks による SIST02 形式の参考文献リストの作成 

https://media-hosei.atlassian.net/wiki/spaces/LAB/pages/2690973697/RefWorks+SIST02 

投稿システム 

https://www.editorialmanager.com/rccms-hosei/ 
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